
芸術学部に入学されるみなさんへ（2024 年度版）

 春からの大学生活に向け、授業や学生生活に必要な機器について、お知らせします。
大学の授業では、恒常的に、レポートや文書、プレゼンテーション資料等の作成を求められます。
また、現在、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、遠隔授業が多くなっています。
このような大学での学びを順調に進めるためには、適切な機器が必要です。
授業内容によっては、スマートフォンやタブレットでも対応可能ですが、画面が小さく、課題の作成・提出に手間がかかりま
す。また、スマートフォンやタブレットでは、web を表示するときの機能が限られており、うまく表示されない場合があります。
さらに、在学中に無償で利用できる Adobe ソフト（Illustrator, Photoshop など）がインストールできず、それらを使用する１
年次 2 クオーター必修科目の受講においては、支障が出てしまいます。 
上記をふまえ、芸術学部では、入学される皆さんに、大学に持参可能なノートパソコンの購入を推奨しています。

この案内は、芸術学部に入学される方を対象とした PC 購入について説明しています。最後の「Ｑ＆Ａ」も含めて確認のうえ、
必要に応じて入学前に各自で購入してください。

現在 PC（デスクトップ・ノートを含む）を持っていますか？

はい、持っている いいえ、持っていません

持っている PC にて Illustrator, Photoshop の動作環境
を以下で確認して下さい。

動作可能なことを確認した。
入学後、ノートパソコンの購入を検討して下さい。

動作不可能であることを確認した。
２Q 開始までに検討のうえ推奨ノート PC を購入して下さい。

授業開始までに検討のうえ推奨ノート PC を購入して
下さい。
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1. 購入推奨 PC に関して

大学には様々な機器があります。それらを有効に使うためにも MAC　を推奨します。
また、大学でのプレゼンなどの機会があることから、ノート PC を推奨します。

推奨機種

芸術学部は２年次より専攻に分かれます。
その選択した専攻先によって２種類の機種があります。
また、以下に示した機種より上位であれば中古でも問題有りません。

２年次映像専攻選択を決めている。

B,
映像専攻生に購入を推奨するノートパソコン
以下のいずれかを購入してください。
映像専攻 PC に関しての質問は kchnsh@kyoto-seika.ac.jp までお問い合わせ下さい。

いタイプ
16 インチ MacBook Pro をカスタマイズ
448,000 円円（税込・学生価格）　
・12 コア CPU、18 コア GPU、16 コア Neural Engine 搭載 Apple M3 Pro チップ
・36GB ユニファイドメモリ
・1TB SSD ストレージ
・Touch ID 搭載バックライト Magic Keyboard -  英語（US）or 日本語 (JIS)

映像専攻以外を選択する
あるいは決まっていない

A,
芸術学部生に購入を推奨するノートパソコン
13 インチ MacBook Air をカスタマイズ
203,000 円（税込・学生価格）　
M2 チップ 13 インチ  Mac Book Air
　システムオンチップ（プロセッサ）
　　8 コア CPU、8 コア GPU、16 コア Neural Engine 搭載 Apple M2 チップ
　メモリー
　　16GB ユニファイドメモリ
　ストレージ
　　512GB SSD ストレージ
キーボードの言語
　　Touch ID 搭載バックライト Magic Keyboard -  日本語（jis）



ろタイプ
14 インチ MacBook Pro をカスタマイズ
311,200 円（税込・学生価格）　
・8 コア CPU、10 コア GPU、16 コア Neural Engine 搭載 Apple M3 チップ
・24GB ユニファイドメモリ
・1TB SSD ストレージ
・Touch ID 搭載バックライト Magic Keyboard -  英語（US）or 日本語 (JIS)

はタイプ
15 インチ MacBook Air をカスタマイズ
283,400 円（税込・学生価格）　
・8 コア CPU、10 コア GPU、16 コア Neural Engine 搭載 Apple M2 チップ
・24GB ユニファイドメモリ
・1TB SSD ストレージ
・Touch ID 搭載バックライト Magic Keyboard -  英語（US）or 日本語 (JIS)



２．ノート PC 以外に準備するもの
Apple Care
Apple コンピュータでは「Apple Care」という 3 年間の保証プログラムを用意しています。
これは購入後 3 年間修理サービスとテクニカルサービスが受けられるプログラムです。学生生活の間に故障や破損を経験する
方も多く見受けられますので、ぜひ加入してください。

Wi-Fi 環境
ご自宅の Wi-Fi 環境は、ご自身で準備ください。（大学構内の Wi-Fi 環境は整っています。）

３．ソフトウェアについて
ソフトウェア（Adobe Creative Cloud、Office 365、フォント）は在学中の 4 年間、大学から貸与しますので、購入いただく必
要はありません。

４．購入先
下記 Apple コンピュータ学生購入 web（https://www.apple.com/jp_edu_1460/shop）でお求めいただけます。 
店舗にて購入の際、入学前であっても京都精華大学の入学許可証等の提示にて、学生価格で購入できます。

Apple Store 学生向け

５．問い合わせ 
ご相談・お問い合わせ等については、メール（myngktr@kyoto-seika.ac.jp）にてご連絡く ださい。
＊ メールの件名は「芸術学部 PC 購入について」とし、本文には氏名を書いてください。 ＊ 返信に 3、4 日程度かかりますので、
予めご了承ください。

６．Ｑ＆Ａ

Ｑ：「2 年次に専攻を選択する」とは、どういうことですか？
Ａ：1 年生では芸術学部共通の科目を軸として学修を進めながら、後半に 2・3 年生の専攻を選択します。2 年生からは選択し
た洋画・日本画・立体造形・陶芸・テキスタイル・版画・映像の 7 専攻の専門に特化した授業を履修します。この 7 つの専攻
のうち、映像専攻に限って推奨モデルの【B】のいずれかが必要となります。

Ｑ：大学の PC ルームは使用できますか？
Ａ：利用可能ですが、時間や PC の台数には制限があります。そのため、必要なときに PC ルームを使用できない場合があります。

Ｑ：自宅に PC がありません。入学前に新しく PC を購入した方がいいですか？ _
Ａ：入学前の購入をお勧めします。1 年生のオンライン授業は、スマートフォンでも受講できますが、画面が小さいため不便
な場合があります。



入学後の各種ソフトウェアの無償貸与について
本学の在学生は大学からの貸与により、下記のソフトウェアをご自身が所有するパソコンへ無償でインストールして利用でき
ます。ご入学時においては、特別な事情がない限り個人で購入していただく必要はありませんので、ご注意ください。詳細は
ご入学後にお知らせします。

▼ Adobe Creative Cloud
主なパッケージ内容
Photoshop、Illustrator、After Effects、Premiere Pro 等
※ 個人使用の PC １台のみインストール可能です。
ご使用の PC(OS) への対応は「アドビ製品の必要システム構成リンク一覧」を確認ください。
＜ URL ＞ https://helpx.adobe.com/jp/x-productkb/global/8392.html
▼ Microsoft Office
主なパッケージ内容
Word、Excel、PowerPoint 等

※ 個人使用の PC ５台までインストールが可能です。
※ 上記ソフトウェアを利用できるのは、本学の在学期間中に限られます。
※ 卒業後は使用できません。インストールした製品はアンインストールする必要があります。
※ 上記ソフトウェアは Windows・Mac どちらも使用できます。
※ 第三者への貸出、転売はできません。
※ インストールするには、入学後に所定の手続きが必要です。

Ｑ：自宅にノート PC があります。入学前に新しく _PC を購入した方がいいですか？ 
Ａ：まずは、大学から貸与するソフトウェアが使用できる _PC なのか、アプリの動作環境を QR コードから確認してください 
ソフトウェアを問題なく使用できるノート PC であれば、入学前に購入する必要はありません。2 年生の専攻を決めてから購入
しても大丈夫です。 ただし、ご家族で共有している _PC の場合は、大学への持参の可否やご家族の方の使用頻度等も踏まえて
検討してください。（参考：1 年生の間は、少なくとも _1 日あたり 2から 3時間程度は PC を使用するものとしてお考えください。
※個人差あり） 

Ｑ：自宅にデスクトップ PC があります。入学前に新しく PC を購入した方がいいです か？ 
Ａ：デスクトップ PC の場合、大学の PC ルーム以外で遠隔授業を受講するのは自宅のみとなってしまいます。例えば、午前中
に自宅で遠隔授業を受講し、午後から大学で対面授業を受講することを想定した場合、この間の通学時間を考慮しておく必要
があります。通学時間に一定の時間が必要な方は、新たにノート PC を購入した方が良い場合があります。




